
大
阪
府
条
例
第
八
十
一
号 

大
阪
戦
略
調
整
会
議
の
設
置
に
関
す
る
条
例 

（
設
置
） 

第
一
条 
府
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
で
あ
る
大
阪
市
及
び
堺
市
と
政
策
的
に
協
調
し
、
政
策
の

一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
、
大
阪
市
及
び
堺
市
と
協
議
の
上
、
大
阪
戦
略
調
整
会
議
（
以
下

「
大
阪
会
議
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。 

（
意
義
） 

第
二
条 

大
阪
会
議
は
、
府
と
大
阪
市
及
び
堺
市
が
統
一
し
た
戦
略
を
構
築
し
、
ま
た
、
国
に

対
し
て
共
同
し
て
提
案
、
要
望
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
協
議
を
行
い
、
そ
の
協
議
結
果
に
基

づ
く
施
策
に
そ
れ
ぞ
れ
が
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
な
行
政
課
題
に
効
率
的
に
対
処
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
六
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
う
指
定
都
市
都
道
府
県
調
整
会
議
の
円
滑
な
設
置

及
び
将
来
の
関
西
州
実
現
へ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
す
る
。 

（
運
営
） 

第
三
条 

大
阪
会
議
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
に
定
め
る
「
基
礎
自
治
体
優
先
の
原
則
」
と
「
補

完
性
の
原
理
」
の
下
、
国
か
ら
府
、
府
か
ら
大
阪
市
、
堺
市
そ
の
他
の
市
町
村
へ
の
徹
底
し

た
権
限
と
財
源
の
移
譲
を
目
指
す
こ
と
を
旨
と
し
て
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
協
議
事
項
） 

第
四
条 

大
阪
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
及
び
二
重
行
政
（
府
と
大
阪
市
又
は
堺
市
が
類
似

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
か
つ
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
が
供
給
過
多
に
な
っ
て
い
る
も
の
又

は
共
同
し
て
取
り
組
め
ば
さ
ら
に
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
向
上
が
期
待
で
き
る
も
の
を

い
う
。
）
の
解
消
が
行
政
課
題
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
、
府
、
大
阪
市
及
び
堺
市
が
そ
れ
ぞ

れ
果
た
す
べ
き
役
割
、
連
携
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
。 

 

一 

成
長
戦
略 

 

二 

産
業
振
興 

 

三 

交
通
政
策 

 

四 

環
境
政
策 

 

五 

都
市
魅
力 

 

六 

ま
ち
づ
く
り
（
拠
点
開
発
） 

 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
大
阪
会
議
が
協
議
す
べ
き
と
認
め
た
事
項 

（
組
織
） 

第
五
条 

大
阪
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
委
員
に
よ
り
組
織
す
る
。 

 

一 

知
事 

 

二 

大
阪
市
長 

 

三 

堺
市
長 

 

四 

府
議
会
が
推
薦
し
た
府
議
会
議
員 

九
人 

 

五 

大
阪
市
会
が
推
薦
し
た
大
阪
市
会
議
員 

九
人 

 

六 

堺
市
議
会
が
推
薦
し
た
堺
市
議
会
議
員 

九
人 

２ 

大
阪
会
議
は
、
知
事
、
大
阪
市
長
及
び
堺
市
長
以
外
の
執
行
機
関
の
権
限
に
属
す
る
事
項

参
考

 
（
大
阪
府
条
例
）

 



に
つ
い
て
協
議
を
行
う
場
合
に
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
委
員
の
ほ
か
、
当
該
執
行
機
関
が

当
該
執
行
機
関
の
委
員
長
（
教
育
委
員
会
に
あ
っ
て
は
、
教
育
長
）
、
委
員
若
し
く
は
当
該

執
行
機
関
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員
又
は
当
該
執
行
機
関
の
管
理
に
属
す
る
機
関
の
職
員

の
う
ち
か
ら
選
任
し
た
者
を
委
員
と
し
て
加
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
任
期
） 

第
六
条 

前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
し
、
再

任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
お
け
る
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者

の
残
任
期
間
と
す
る
。 

（
会
長
及
び
副
会
長
） 

第
七
条 

大
阪
会
議
に
会
長
及
び
副
会
長
各
一
人
を
置
く
。 

２ 

会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
（
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
委
員
を
除
く
。
）
の
互
選
に
よ

る
。 

３ 

会
長
は
、
大
阪
会
議
の
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
の
議
長
と
な
り
、
議
事
を
整
理

す
る
。 

４ 

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ

の
職
務
を
代
理
す
る
。 

（
会
議
） 

第
八
条 

会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。 

２ 

会
議
は
定
例
会
と
し
て
年
四
回
実
施
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
（
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す

る
委
員
を
除
く
。
）
の
二
分
の
一
以
上
か
ら
会
議
の
招
集
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長

は
速
や
か
に
臨
時
に
会
議
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

会
議
は
、
府
に
属
す
る
委
員
、
大
阪
市
に
属
す
る
委
員
及
び
堺
市
に
属
す
る
委
員
の
そ
れ

ぞ
れ
三
分
の
二
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。 

４ 

会
議
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
う
ち
府
に
属
す
る
委
員
、
大
阪
市
に
属
す
る
委
員
及
び
堺

市
に
属
す
る
委
員
の
そ
れ
ぞ
れ
過
半
数
で
決
す
る
こ
と
を
基
本
に
会
議
に
お
い
て
定
め
る
。 

５ 

議
題
に
係
る
調
査
、
審
議
を
行
う
期
間
に
つ
い
て
は
、
会
議
に
お
い
て
定
め
る
。 

６ 

大
阪
会
議
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
出
席
を
求
め
、
そ
の

意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

知
事
、
大
阪
市
長
及
び
堺
市
長
以
外
の
執
行
機
関
が
当
該
執
行
機
関
の
委
員
長
（
教
育

委
員
会
に
あ
っ
て
は
、
教
育
長
）
、
委
員
若
し
く
は
当
該
執
行
機
関
の
事
務
を
補
助
す
る

職
員
又
は
当
該
執
行
機
関
の
管
理
に
属
す
る
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
選
任
し
た
者 

二 

知
事
、
大
阪
市
長
及
び
堺
市
長
が
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
の
う
ち
か
ら
選
任
し
た 

 

者 

三 

学
識
経
験
を
有
す
る
者 

（
専
門
部
会
） 

第
九
条 

大
阪
会
議
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
協
議
事
項
に
つ
い
て
専
門
的
に
調
査
、
審
議
す

る
た
め
、
専
門
部
会
（
以
下
「
部
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

部
会
は
、
大
阪
会
議
の
委
員
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
大
阪
会
議
の
承
認

を
得
て
、
会
長
が
選
任
し
た
者
を
加
え
組
織
す
る
。 

 

一 

協
議
事
項
に
関
係
す
る
大
阪
府
内
の
市
町
村
長 



 

二 

協
議
事
項
に
関
係
す
る
大
阪
府
内
の
市
町
村
議
会
議
員
代
表
各
一
人 

 
三 

学
識
経
験
を
有
す
る
者 

３ 
部
会
に
部
会
長
及
び
副
部
会
長
各
一
人
を
置
く
。 

４ 

部
会
長
は
大
阪
会
議
の
会
長
を
、
副
部
会
長
は
大
阪
会
議
の
副
会
長
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
充
て
る
。 

５ 

第
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
前
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
部
会
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
前
条
（
第
二
項

を
除
く
。
）
の
規
定
中
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
部
会
長
」
と
、
「
大
阪
会
議
」
と
あ
る
の

は
「
部
会
」
と
、
「
副
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
副
部
会
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
協
議
結
果
の
取
扱
い
） 

第
十
条 

知
事
は
、
府
議
会
の
定
例
会
の
都
度
、
大
阪
会
議
の
協
議
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る

と
と
も
に
、
大
阪
会
議
で
合
意
又
は
決
定
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
府
議
会
に
必
要
な
議
案

を
提
出
し
、
そ
の
議
決
を
求
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

知
事
及
び
府
議
会
は
、
大
阪
会
議
で
協
議
さ
れ
、
合
意
又
は
決
定
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、

当
該
事
項
が
府
、
大
阪
市
及
び
堺
市
の
長
と
議
会
代
表
者
に
よ
る
協
議
調
整
の
結
果
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
内
容
を
尊
重
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
事
項
に
関
す
る
府
議
会
、
大
阪
市
会
又
は
堺
市
議
会
の
審
議
に
よ
り
、
実
現
に
向

け
て
さ
ら
に
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
大
阪
会
議
は
、
当
該
課
題
を
受
け

止
め
、
解
決
策
を
誠
実
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

前
項
の
協
議
が
整
っ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
府
議
会
に
当
該
事
項
の
実
現
に
向
け
た
議
案

を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
費
用
の
支
弁
の
方
法
） 

第
十
一
条 

府
は
、
大
阪
市
及
び
堺
市
と
協
議
の
上
、
大
阪
会
議
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

大
阪
市
及
び
堺
市
と
共
同
で
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
事
務
局
の
共
同
設
置
） 

第
十
二
条 

府
は
、
大
阪
市
及
び
堺
市
と
協
議
の
上
、
大
阪
会
議
の
事
務
局
を
共
同
で
設
置
す

る
も
の
と
す
る
。 

（
委
任
） 

第
十
三
条 

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
大
阪
会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が

会
議
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 


